
第134回日本森林学会大会 パネル展

智頭の林業景観
日本森林学会は1914（大正3）年に創立された、森林・林業を総合的に扱う日本で

唯一の学会です。今回、日本森林学会の第134回大会が鳥取で開かれるのを機に、公開シ
ンポジウム「森と生きる～智頭林業の取り組みから～」を3月25日（土）に開催します。
公開シンポジウムでは、鳥取が全国に誇る智頭林業を取り上げますが、特に智頭の林業と
それを取り巻く景観は、「智頭の林業景観」として国の重要文化的景観にも選定されてお
り、後世に残すべき重要な景観となっています。林業とそれを取り巻く文化的景観が選定
されたのは全国でも初めてであり、公開シンポジウムとともにパネル展を開催し、智頭の
森林、林業、そして文化的景観の魅力を紹介いたします。なお、本パネル展は、智頭の山
人塾、ちえの森ちづ図書館、智頭町教育委員会の協力で開催いたします。


